
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 9 月 25 日 

江戸川区立小松川小学校 

校  長  坂 野眞 太 郎 

 

 

 



 

 

みんなの給食～給食から SDGｓを考える～ 

江戸川区は、「SDGsの理念＝江戸川区が目指す共生社会の考え方」と捉え、「子ど

もから熟年者、障害のある方や外国籍の方など、さまざまな皆さんが、安心して自分

らしく暮らせるまち」を実現させるためにも SDGs を推進しています。普段の何気

ない生活の中でも、実は SDGs に繋がっている行動があります。児童生徒のみなさ

ん、保護者のみなさん、地域のみなさんが、学校給食とかかわる取り組みから SDGs

を考える機会となるよう「みんなの給食 ～給食から SDGs を考える～ 」を実施し

ます。本校は10 月 21日と 10月 27日に実施します。ぜひ、ご家庭や地域でも話題

にしてみてください。 

10 月 21日（火）の献立 

・ご飯 

・じゃことおかかのふりかけ 

・このしろのハンバーグ 

・里芋のみそ汁 

・切り干し大根の和風和え 

11 月 27日（月）の献立 

・ご飯 

・ひじきのエコふりかけ 

・ぼらのフライ 

・小松菜の磯なめたけ和え 

・わかめと豆腐のみそ汁 

・未利用魚(低利用魚)をを活用することで、食品廃棄物 

を削減します。また、食料としての魚を無駄なく 

利用し、食料の安定供給に貢献します。 

・ふりかけには、かつお節を削った際にできる粉末(粉

かつお)やみそ汁のだしを取ったあとのものを使い

ます。 

・江戸川区産の小松菜を使い、輸送距離を短くするこ 

とで二酸化炭素の排出を抑えます。 

 

江戸川区の取り組みで、家庭から出る廃油(植物性のサラダ油やてん

ぷら油など)を区内のスポーツ施設で回収しています。回収した油は

SAF(持続可能な航空燃料)としてリサイクルされます。チラシを添付し

ましたのでご覧ください。 


